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福
井
。
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

所
在
地
　
　
　
福
井
市
城
戸
ノ
内
町
字
上
城
戸

。
東
新
町
字
上
城
戸

調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
四
月
を

一
二
月

（第
６．
．
６２
次
調
査
）

発
掘
機
関
　
　
福
井
県
立
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館

調
査
担
当
者
　
水
野
和
雄

。
岩
田
　
隆

・
吉
岡
泰
英

・
南
洋

一
郎

。

佐
藤
　
圭

・
月
輪
　
泰

遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

・
城
下
町
跡

遺
跡
の
年
代
　
戦
国
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
乗
谷
は
福
井
市
の
東
南
部
に
位
置
す
る
戦
国
大
名
朝
倉
氏
の
城
下
町
遺
跡

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
合
計
七
四

〇
〇
〇
∬
余
り
の
地
を
発
掘
調

査
し
、
昨
年
は

「上
叛
戸
」
を

対
象
と
し
て
約
四
〇
〇
〇
ド
を

調
査
し
た
。　
一
乗
谷
の
主
要
部

分
は

一
乗
谷
川
ぞ
い
に
細
長
く

占
地
し
て
お
り
、
谷
が
せ
ば
ま

っ
た
南
北
ニ
カ
所
に
「
上
城
戸
」

「下
城
戸
」
と
い
う
施
設
を
設

け
て
外
部
と
区
画
し
て
い
る
。
そ
の
間
の
直
線
距
離
は

一
・
七
二
�
あ
り
、
そ

の
内
側
に
朝
倉
館

（朝
倉
義
景
の
居
館
だ
っ
た
こ
と
が
出
土
木
簡
か
ら
確
認
さ
れ
て
い

る
）
ｏ
武
家
屋
敷

・
寺
院

・
町
屋
な
と
城
下
町
の
主
要
部
が
存
在
す
る
。
「上
城

戸
」
は
そ
の
南
端
を
区
切
る
施
設
で
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
基
底
部
の
幅

一

六
ｍ
、
長
さ

一
〇
五
ｍ
の
上
塁
と
そ
の
南
裾
に
連
な
る
同
じ
長
さ
の
濠

（幅
一

五
ｍ
、
深
さ
三
じ

が
確
認
さ
れ
た
。
濠
の
四
カ
所
に
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て
底
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
西
端
ト
レ
ン
チ
の
底
か
ら
木
筒
二
点
が
出
土
し
た
。

こ
の
濠
内
か
ら
は
土
師
質
土
器

・
越
前
焼

・
瀬
戸
美
濃
焼

・
青
磁
碗

・
白
磁
皿

・
染
付
碗
皿

・
銅
銭

・
銅
製
飢
や
木
製
品
な
ど
二
九
六
〇
点
の
遺
物
が
出
土
し

た
。
な
お
共
伴
の
墨
書
木
製
品
に
は

『
無
量
寿
経
』
下
巻
を
書
写
し
た
柿
経
二

点
と

「
ひ
つ
な

へ
に
や
」
と
書
か
れ
た
折
敷

一
点
が
あ

っ
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①

　

「
＜
多
く

ミ
殿
　
　
＜
　
　
宇
左
＜
」
　

　

　

］μ巽
卜貿
卜
霞

ま

い
る

②

　

「
弐
丁
　
た
ち
ま
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｂ
Ｉ
中受
卜
ｏｓ

①
は
片
面
の
み
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「ま
い
る
」
「殿
」
は
中
世
の
書

状
に
み
ら
れ
る
独
特
の
書
体
で
記
さ
れ
、
全
体
に
墨
色
濃
く
、
よ
く
書
き
慣
れ

た
筆
致
で
丁
寧
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
上
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
宛
名

・
脇
付

・
差
出
と
判
断
さ
れ
る
。
「た
く
み
殿
」
と
は
朝
倉
氏
の

譜
代
の
重
臣
詫
美
氏
の
当
主
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
越
州
軍
記
』
の

(永平寺 。大野)



1988年出上の木簡

足
利
義
昭
の
朝
倉
館
御
成
辻
固
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
詫
美
氏
の
屋
敷
は
上
城
戸

と

「斎
藤
前
」
の
中
間
に
位
置
し
た
と
想
定
さ
れ
、
本
木
簡
の
出
上
し
た
濠
の

南
隣
の
地
に
比
定
さ
れ
る
。
「宇
左
」
は
戦
国
期
に
み
ら
れ
る
名
字
と
官
途
と

を
そ
れ
ぞ
れ

一
字
ず
つ
組
合
せ
た
人
名
表
記
と
思
わ
れ
、
今
の
と
こ
ろ
人
物
を

特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
朝
倉
氏
の
譜
代
の
家
臣
宇
野
氏
な
ど
を
想
定

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

本
木
簡
は
そ
の
全
体
が
よ
く
残

っ
て
お
り
、
そ
の
上
部

。
中
央

・
下
部
に
は

三
対
計
六
カ
所
の
切
込
が
左
右
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
中
央
の
ニ
カ

所
の
切
込
は
表
側
だ
け
に
斜
め
に
切
込
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
切
込

の
大
き
さ
は
約

一
ｉ
二
硼
と
小
さ
く
、
そ
の
様
子
か
ら
み
て
こ
の
木
簡
に
何
か

同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
比
較
的
薄
い
も
の
を
糸
で
括
り
付
け
、
そ
れ
を
保
護

し
固
定
す
る
機
能
を
持

っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
文
字
内
容

・
形
態
機
能
は
、
例
え
ば
書
状
に
お
け
る

「封
紙
上
書

き
」
な
ど
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
名
称
や
使
用
法
な

ど
は
、
書
札
礼
や
古
文
書
学
上
検
討
の
余
地
が
あ
る

（な
お
朝
倉
館
外
濠
か
ら
は

隅
を
切
っ
た
三
角
形
の
板
の
上
部
に
「和
田
九
郎
兵
衛
尉
殿
ま
い
る
」
と
墨
書
し
た
も
の

が
出
上
し
て
い
る
。
形
状
か
ら
み
て
折
り
箱
の
ふ
た
と
思
わ
れ
る
）。

②
は
下
部
を
欠
く
。
文
字
は
片
面
に
の
み
記
さ
れ
、
長
時
間
風
雨
に
さ
ら
さ

れ
た
ら
し
く
、　
ほ
と
ん
ど
墨
が
残
ら
ず
文
字
部
分
が
盛
り
上
る
よ
う
な
状
態

（文
字
の
な
い
部
分
が
風
化
し
て
減
っ
て
い
る
）
で
あ

っ
た
が
、
判
読
可
能
で
あ
る
。

よ
く
著
き
慣
れ
た
達
筆
で
あ
る
。
記
載
も
簡
単
で
内
容
も
確
定
し
に
く
い
の
で

あ
る
が
、

「た
ち
ま
ち
」
に
つ
い
て
は
千
秋
氏
の
一
族
で
立
町
郷

（現
鯖
江
市
立

待
）
を
名
字
の
地
と
す
る
立
町
氏
の
名
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
千
秋
氏

は
越
前
で
は
室
町
期
に
越
知
山
地
頭
職

。
糸
生
郷
山
方

・
野
田
郷
な
ど
丹
生
郡

一
帯
に
所
領
を
持
ち
、
千
秋

・
立
町
氏
は
戦
国
初
期
の
越
前
の
戦
況
を
も
左
右

す
る
と
目
さ
れ
た
在
地
有
力
武
士
で
あ

っ
た
。
本
木
簡
は
立
町
氏
と

一
乗
谷
の

関
係
を
窺
う
ひ
と
つ
の
資
料
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
乗
谷
か
ら
は
こ
れ
ま
で
多
数
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
朝
倉
館
外
濠
出

上
の
も
の
は
報
告
書
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
な
お
そ
の
釈
文
や
内
容
上
検
討

を
要
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
出
上
し
た
木
簡
の
内
容
解

釈
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
報
告
を
し
た
。

９
　
関
係
文
献

福
井
県
立
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館

『
特
別
史
跡

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
ＸＸ
　
昭
和

六
三
年
度
発
掘
調
査
整
備
事
業
概
報
』
全

九
八
九
年
）

（佐
藤
　
圭
）
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